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 驚嘆！ アベノミクス 晴れのち大雨そして???  

◇ 日本中 びっくり仰天 (世界も注目！) 

原発は自公政権復帰で｢大山鳴動鼠一匹｣＊１と思っていたら、実際フクシマが鼠一匹で大騒ぎ。不信の絶えない東電に

又々落胆していると、安倍政権になるや、あれよ あれよと円安・株高が半年余も続いた。まるで 

手品でも見ているのかと思う矢先、5.23一転して、株大暴落・円高の連日大荒れ市場となる。日本 

経済に何が起き、これからどうなるのか？やじ馬の関心は俄然、原発から馬耳アベノミクスとなる。 

所詮、物見遊山のにわか学、暇人の戯言と軽く読み流してもらえれば、甚だ幸いであります。 

◇ にわか学 事始   ＊１ 群馬の生んだ反原発学者故高木仁三郎氏が、何度事故が起きても原発推進を止めない政府を揶揄した諺 
  安倍首相が１月国会の野党質問に｢浜田先生に電話して・・・確認した。市場が結果を・・」毅然 

と応じた。そこで直ぐ右写真の著書を購読。冴えない爺さんの表紙だが、まさに眼から鱗？政府・ 

日銀を実名で叱咤、自信満々に自説を主張。いつも経済書は途中で積読となったが一気読み。 

しかし、こんなに上手くいくのか、半信半疑で「リフレ」＊２賛否両論の著作を読むことになる。  

◇ アベノミクス 誕生の背景  ＊２ リフレとは金融緩和とインフレ目標でデフレ脱却を狙う政策でアベノミクス第１の矢 

日本経済はバブル崩壊し２０年デフレに病む。赤字国債と併せ世界ワースト１だ。途中０１年小泉内閣のとき、世界で初 

めて日銀が｢量的緩和｣導入。あと一息でデフレ脱却という０６年、福井日銀が打ち切った。第１次安倍内閣の直前である。そ

して０８年リーマン・ショック。米・欧・韓は、日本に学び量的緩和で金をばら撒いた。結果 世界恐慌回避し日本は超円高に

なる。しかし白川日銀は円が比較的安心で買われていると殆んど動かない。そこへ１１年、大震災・原発事故、復興需要を

活かせず、野田内閣は消費増税に首っ丈。日銀を動かす必要性すら感じない。結果は歴史的な円高で、エルピーダメモリ

破綻、パナソニック、ソニー、シャープの失速、＊３とうとう民主党は国民に見限られ、政権交代に至る。 

一方、安倍首相は震災直後、リフレ派論客岩田現日銀副総裁の講演を聴き、第１次就任時にリフレを知っていたらと、地

団太して悔しがったという。その思いが急遽自民党総裁選に挑み、経済復活を旗印に｢日銀法改正、輪転機を廻してじゃぶ

じゃぶと札を刷ればいい｣といった、過激発言が飛び出すほど、リフレに陶酔する。・・・これやじ馬のにわか学説 

◇ アベノミクス 賛否比較論 ＊３ 地デジ・エコポイントの前倒し需要に甘んじた経営責任説も有望なり。・・地元スバルの絶好調と三洋破綻は切実な比較テーマである。 
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＊４ ヘッジファンドとは富裕層の私的ファンドで世界資金160兆円。レバレッジ(てこ)による運用で何十倍もの金を動かし、市場乱高下を起こす。 
ヘッジとはリスク回避の意、仕掛けた上下相場で相殺利潤を得る。利回り約２％で高くない。税金忌避が主の裏金、資本市場で存在不可避なり。

 

◆ どうなるアベノミクス・・＜やじ馬所見＞    ＊５ 日本経済新聞13.6.5掲載記事 （上記切抜き写真参照） 

この劇薬処方箋、副作用が気になる。浜宏先生は株暴落後も『市場の乱高下は当たり前・・・心配ご無用』＊５と強気である

が、胸中如何…。今後一喜一憂が続くが、果敢に挑戦する安倍首相と、敢えて霧中に操縦桿を握った黒田日銀総裁、油断

なく最悪シナリオ＊６を回避し、奇跡的奏功を信じる。臥して破滅＊７を待つより、やじ馬は積極実践を旨とする。 

その間、天災事変やEU危機なきことを念じ・・・せめて我々年金生活者に出来ることは、夏バテしないようビールを大いに

飲んで、医療費低減と内需拡大に協力、間違ってもタンス預金などしないこと必須なり。    2013.07.01了 

＊６ 最悪シナリオは長期金利上昇である。現在１％以下→３％で危険域、海外ファンドが日本売りに転じ、瞬く間に国債・円大暴落、デフォルト（返済不能）で国家財政破綻。          

＊７ 負債1100兆円は将来的に返済不可。しかし最悪シナリオも恐れることはない。フクシマと違い命まで失うことはないのだ、富裕層ほどダメージを受け、格差是正が図れるのか   

          賛成（リフレ推進）派         否定（構造改革）派 

  

主たる考え方 

 

デフレは悪でインフレは善。貨幣の数量と流通速度が物価水

準を決定する。インフレ目標と金融緩和の政策で円安、株高、

雇用・賃金アップ、かつ長期金利抑制を狙う。  

デフレは少子高齢化、先進国の構造的要因である。金融緩

和で債務大国のデフレ脱却は不可。むしろ国債・通貨暴落

で財政破綻必須。雇用・賃金アップは幻想。 

 

講読著書と寸評 
(番号は写真と符合) 

著者外の著名人 

①「アベノミクスのゆくえ」 オリジナル資料多く、お買得書 

②「さっさと不況を終・・」ノーベル賞学者リフレのバイブル 

③「アベノミクス大論争」 一冊で両論が理解できる手軽書 

黒田東彦、竹中平蔵、森永卓郎、三橋貴明、渡辺喜美他 

④｢マネー避難｣ 緩和遅すぎ、市場想定をリアルに解説 

⑤｢リフレはヤバい｣ 反論充実するがデータ不足の感有 

⑥｢アベノミクスの真相｣ 期待購読、中身なしでガッカリ 

榊原英資、大前研一、古賀茂明、岸博幸、萩原博子他 

 

 やじ馬評 

 

７：３でリフレ優位と評価していたが、５．２３を境に４：６で逆転評価となる。「国挙げて物はつくらず賭け勝負」の危惧川柳が現実

となるのか・・上手い話に罠潜む、市場は欲望と策謀が彷彿し、ヘッジファンド＊４等、拝金者集団が手ぐすねしている。グロー

バル化した国際経済は複雑なり。「原発安全神話」同様、リフレも学者机上論の可能性高いかも。 
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